
インド準備銀⾏(中央銀⾏、RBI)が4⽇の取引時間終了後に公
開市場操作での国債買い⼊れを発表したことを好感して、週前半
は10年国債利回りは低下（価格は上昇)しました。しかし、原油⾼
や11⽇の国債⼊札を前にした警戒感から同利回りは上昇に転じ、
週間では横ばいとなりました。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年5⽉11⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年5⽉11⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年5⽉11⽇）
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週を通して原油価格の⼀段⾼が重⽯となったほか、週末に予定さ
れているカルナタカ州の地⽅選挙に対する不透明感もくすぶりました
が、⽶国の消費者物価指数（CPI）が予想を下回り、海外株式
市場が堅調となったことからインド株式市場も連れ⾼となりました。

原油価格が⼀段⾼となったことが嫌気されて、ルピーは対⽶ドルで下
落しました。円も対⽶ドルで下落しましたが、ルピーの下落幅が⼤き
かったことから、ルピーは対円でも下落となりました。

（対象期間：2018/5/7〜5/11）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/05/04 2018/05/11 変化幅

7.728 7.727 -0.001

2018/05/04 2018/05/11 変化率

1.629 1.624 -0.29%
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2018/05/04 2018/05/11 変化率

34,915.38 35,535.79 +1.78%

6

7

8

2016/1 2016/7 2017/1 2017/7 2018/1

（％）

（年/⽉）

1.0

1.5

2.0

2.5

2016/1 2016/7 2017/1 2017/7 2018/1

（円）

（年/⽉）

ルピー⾼円安

ルピー安円⾼


